
⑥いずれか設置

⑨調査・結果報告

問題処理のフローチャート

相談者
（学生・教職員等）

行為者

人権・ハラスメント相談員
［教員］

・各学部・基盤教育センターから選出
された教員：各２名

・地域創生学群、大学院社会システ
ム研究科、大学院マネジメント研究
科及び国際教育交流センターから選
出された教員：各１名
［事務］
・学術振興課長、学生支援課長、
学務課長等
［その他］
・学長が指名する教職員：若干名

人権・ハラスメント問題協議会

・人権・ハラスメントの申立てに対する事
実関係の認定や取るべき措置の勧告、不
服申立ての審査等を行う
［構成］
学長（委員長）、副学長、事務局長、
学生部長、委員長が指名する者

人権・ハラスメント
調査委員会

・事実関係の調査を行う
［構成］
・教育研究審議会委員
・事務職員
・大学外部の専門家
の中から男女比等を考
慮して３名以上の委員
で構成

調整員

・学部長等・事務局課長相
当職以上と就労環境及び
就学環境の改善のための
調整を行う
［構成］
・人権・ハラスメント問題協
 議会委員長が指名する者

理 事 長 ・ 学 長
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⑫
指
示

⑬
必
要
な
措
置

学部長等・事務局課長相当職以上

⑧
環
境
改
善
の
調
整

学部長等による対応
（学部長等が、事態を把握し、解決を図る）

③報告

（④
で
解
決
で
き
な

か
っ
た
場
合
等
）

④対応結果
  の報告

※これにより難い場合は、
協議会に報告
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